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周波数設定ボード ＦＩＸ－ＰＣＶ５０ 

１．概要 

ＦＩＸ―ＰＣＶ５０はプログラマブル周波数コンバーター、ＰＣＶ５０の周波数の設定を容易に

する治具です。ボード上の BCDスイッチで基準周波数、出力周波数の設定ができるほかメモリー

の書き込みが行なえます。またＲＳ－２３２Ｃのインターフェースを備えているのでパソコンの

シリアルポートに接続して設定を行なうことも可能です。 

２．仕様 

 電源電圧   ５．０ｖ±５％ 

 消費電流   ５００mA 以下 

（ＰＣＶ―５０を実装した時の状態にて） 

 出力コネクター  ＳＭＢタイプ  

適合コネクターはＳＭＢ（Ｃ０５）型プラグまたは 

ヒロセ電機ＵＭプラグが使用できます。 

注意：ＰＣＶ５０の出力レベルはＣＭOＳレベルですので

50Ω負荷を直接ドライブすることはできません。 

 基準信号入力コネクター ＳＭＢタイプ 

適合コネクターはＳＭＢ（Ｃ０５）型プラグまたは 

ヒロセ電機ＵＭプラグが使用できます。 

Ｄ－ＳＵＢ９ピン   ＰＣのシリアルポートとの接続にはストレートケーブル 

（メス）    を使用します。レベルはＲＳ－２３２Ｃです。 

    通信条件はＰＣV５０の仕様書を参照してください。 

 

ＲＳ－２３２Ｃコネクターピン配置 

ピン番号  信号名   信号方向   備考   

      PCV-50<-> terminal                        

   １  CD  －>  connected to DTR internally 

 6 DSR  －>  connected to DTR internally 

2  RD  －> 

7 RTS  <－  not used 

3  TD  <－ 

 8 CTS  －>  connected to DTR internally 

4  DTR  <－    “    CD,CTS,DSR “ 

 9 RI  －>  not used 

5  GND  <－> 



３．ボードの配置 
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４．使用方法 

（１） ＢＣＤ ＳＷでの周波数の設定 

ＰＣＢ上にある１１個のＢＣＤスイッチで希望する基準周波数および出力周波数を設定します。 

基準信号周波数を設定する時は S13を REF側に選択して BCD SWを入力する基準信号周波数に合

わせてください。出力周波数を設定する時は S13 を FOUT 側に倒して任意の出力周波数に設定し

ます。ＭＥＭ ＳＡＶＥスイッチを押せばＰＣＶ５０に現在の設定周波数を記憶させることがで

きます。記憶させた周波数はＰＣV５０を単体で使用する場合に電源投入時に出力される周波数

を記憶させることができます。 

 

（２）シリアルデータでの設定 

このボード内にはＲＳ－２３２Ｃのインターフェースが内蔵されていますのでＰＣの通信ポー

トとＣＮ２をストレートケーブルで接続してシリアルデータで設定することが可能です。 

シリアル通信での周波数設定方法はＰＣV５０の仕様書を参照して下さい。 

 

 

 

 

 



（３） ＬＥＤの表示 

ＬＥＤは正常動作の時は点灯しています。 

ＢＣＤスイッチで周波数を設定した場合と MEM ＳＡＶＥスイッチを押した場合は一瞬だけ点滅

します。ＰＣV５０が正しくソケットに挿入されていない場合や通信が正常に行なわれない場合

はＬＥＤは連続して点滅します。 

 

５．外形寸法図 
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